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2008年度入学者4年後の状況

39.08
32.77

48.84

65.47

81.21

99.54

112.65

129.8
123.16

116.59

98.51

79.93

59.55

129.54
122.04

115.79

96.78

79.76

59.02
39.76

127.49

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

1回
生
後
期

2回
生
前
期

2回
生
後
期

3回
生
前
期

3回
生
後
期

4回
生
前
期

4回
生
後
期

進路決定者高GPA階層

進路未決定者高GPA階層

進路未決定者低GPA階層

単位数

Ｒ・前キャリアセンター部長
前田 信彦 教授 提供

GPAの高い『優良249社』
に就職した学生層

GPAの高い未決定者層

GPAの低い未決定者層

文系学生のみを対象 (N=4568)

2008年度入学者 ４年間の単位取得状況

社会は，大学の成績だけでは評価してない 2

大学教育 vs. 社会からの要求 現状と改善の必要性
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学力的素養
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問題発見と
解決の提案

主体的な学び

C 群 A 群

B 群D 群

立命館における学びの目指すところ

アクティブラーニングによる学びの基礎的素養の育成 3
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これまでの教育
のターゲット

中・上位層の学びの多様化の必要性

中・上位層が自分の興
味と力に応じて自分を
伸ばす仕組みの充実
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社会情勢: 大学の対応



自分の可能性の探索サイト

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/koho/rs/plusr/index.html
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社会情勢: 大学の対応



Program for Cultivation of Innovation Architect

Think Innovative, 
Act Collaborative.
個の共創で、社会のイノベーションを
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文科省： http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/edge/1346947.htm

立命館大学 EDGE+R： http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/edge/



立命館大学イノベーション・アーキテクト養成プログラム

グローバルな視点で多様性
の価値を認めあえるマインド

「イノベーション・アーキテクト」
目指す人材像

物事を俯瞰し，本質
を認識できるスキル

物事を体系的
に考え、まとめ
あげるスキル

課題解決までの
道のりを構成・デ
ザインするスキル

構造化力

構想力

チーム
形成力

俯瞰力

多様性が価値を
生むチーム力

7

全学部/研究科の学生，若手
研究者，社会人，他大学生な
ど幅広く多様な受講生を集め，
文理融合チームを作り，本学
研究室の技術シーズ，連携企
業ニーズ，社会的ニーズなど
をもとに，課題抽出・課題形
成・課題解決のサイクルを回
すPBL型プログラム

「多様性」と「チーム」を
キーワードに，自主自律の
チーム活動を通して，新た
な価値創造の「意義」と
「プロセス」を体験する正
課外の実践型学習

概要

特徴
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企業と連携して社会的課題に対して
ニーズ観察から新規アイデア創出

茨木市

セブン銀行

デザイン思考
ワークショップ まちづくりを考える

現地合宿調査から開始し
高齢化が進むまちの活性
化案創出

地方創生×

チームでターゲット県に
赴き調査に基づく経済活
性化アイデア案を提案

茨木駅周辺の活性化を
テーマにチームでアイデ
アを出し合いラピッドプ
ロトタイピング 5月 6月 7月

Dual-Design 
Scope P
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13学部・16研究科から受講生を獲得

学内から約75% 学外から約25%

学内外から幅広く受講生を獲得

2014年度 2015年度 2016年度 計
PBL型プログラム 29名 94名 192名 315名

講座 91名 354名 155名 600名
計 120名 448名 347名 915名

受講生内訳（のべ数）

38

10文系・理系，学年，性別，国籍が混じり合う多様性の重視



2017年度 プログラムの検証・評価

取り組み前を一律「3.0」とし，取り組み後の自己評価結果の平均値

受講者アンケートを通じた成長実感調査 5段階自己評価
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プログラムを進める上での課題1

多様な学部の学生が参加
but 3キャンパスに分散

京都衣笠キャンパス

文学部 法学部

産業社
会学部

国際関
係学部

映像学部

大阪いばらきキャンパス

政策科
学部

経営学部

総合心理学部

グローバル
教養学部

びわこ草津キャンパス

理工学部

生命科
学部

経済学部食ﾏﾈｼ゙ﾒ
ﾝﾄ学部

スポーツ
健康科学部

薬学部

情報理
工学部

1時間以上

同時に集まって
自由に議論する
ことが困難. 12

時間と空間
の制約



プログラムを進める上での課題2

新しいアイディア創造では，具
体的なイメージを描き・修正の
試行錯誤の繰り返しが重要

具体的なイメージ作りや議
論誘発をサポートする道具
が必要（LEGO Serious Play）

13



EPSON 遠隔TV会議＋情報共有システム
https://www.epson.jp/products/bizprojector/itr/
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FUJITSU Co-creating Program Experience Design Service
http://www.fujitsu.com/jp/about/corporate/facilities/dtc/article/interview-11.html
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http://www.fujitsu.com/jp/services/business-application-services/business-consulting/co-creating-program/design-services/


立命館大学ものづくりの拠点 AIOL（アイオーラボ）

3DCAD，３Dプリンター，人工知能WS，ハイスペックPC，
シングルボードコンピューター（Raspberry Pi）等を導入．
ものづくりへのトライアルが容易に． 16



ご静聴ありがとうございました．
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